
　

視
覚
障
が
い
者
で
希
望
す
る
か
た
に
、

広
報
あ
き
た
を
朗
読
し
録
音
し
た｢

声
の

広
報(

Ｃ
Ｄ)｣
を
、
月
２
回
無
料
で
郵
送

し
ま
す
。
詳
し
く
は
広
報
広
聴
課
へ
。

☎(
８
８
８)

５
４
７
１

Ｆ
Ａ
Ｘ(
８
８
８)

５
４
７
２

　

な
お
、
視
覚
障
害
２
級
以
上
で
学
齢

児(

お
お
む
ね
小
学
生)

以
上
の
か
た
を
対

象
に
、
視
覚
障
が
い
者
用
Ｃ
Ｄ
再
生
機
を

１
割
負
担(

非
課
税
の
場
合
は
無
料)
で
購

入
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
制
度
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
障
が
い
福
祉
課
へ
。

☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

　

市
に
申
し
出
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法

人
が
提
供
し
て
い
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
料
が
軽
減
さ
れ
る｢

社
会
福
祉
法
人

利
用
者
負
担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
、
確
認
証
を
お
持
ち
の

か
た
は
、
７
月
31
日
(金)
で
期
限
が
切
れ

ま
す
の
で
再
度
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
▼

①
〜
⑥
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

し
、
収
入
や
世
帯
状
況
、
利
用
者
負
担

な
ど
を
勘
案
し
、
生
計
が
困
難
で
あ
る

と
市
が
認
め
た
か
た
。
軽
減
割
合
は
、

利
用
者
負
担
額
の
25
％(

老
齢
福
祉
年
金

受
給
者
は
50
％)

で
す
。

①
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

②
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
150
万
円(

世

帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と
に
50
万
円

を
加
算)

以
下

③
預
貯
金
な
ど
の
額
が
、
単
身
世
帯
で

350
万
円(

世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご
と

に
100
万
円
を
加
算)

以
下

④
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産(

住
居
な
ど)

以
外
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い

⑤
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶
養

さ
れ
て
い
な
い

⑥
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な
い

 【
軽
減
対
象
】　

※
＝
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
含
む

在
宅
サ
ー
ビ
ス
…
訪
問
介
護
、
通
所
介
護

お
よ
び
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
短
期
入

所
生
活
介
護(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ) (

※)

、

定
期
巡
回･
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護(

※)

、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護(
※)

、
看
護
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
介
護
予
防･

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

施
設
サ
ー
ビ
ス
…
介
護
老
人
福
祉
施
設

お
よ
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設(

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム)

＊
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
か
た
の

場
合
は
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
短
期
入

所
生
活
介
護(

※)

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

介
護
老
人
福
祉
施
設
お
よ
び
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
利
用
が
対

象
と
な
り
、
居
住
費(

滞
在
費)

の
全
額

を
軽
減
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼

介
護
保
険
課(

市
役
所
２
階)

に
あ
る
申
請
書
、
課
税
状
況
の
調
査
へ

の
同
意
書(

世
帯
全
員
の
同
意
と
押
印
が

必
要)

、
収
入
状
況
等
申
告
書
に
必
要
事

項
を
書
い
て
、
収
入･

資
産･

預
貯
金･

扶
養
状
況
を
確
認
で
き
る
書
類
と
一
緒

に
同
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

〈
広
報
ID
番
号 

１
０
０
４
７
９
９
〉

●
問
い
合
わ
せ　

　

介
護
保
険
課
☎(

８
８
８)

５
６
７
４

　

国
民
年
金
に
は
、
所
得
の
減
少
や
失

業
な
ど
で
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
に
は
、｢

全
額
免
除｣｢

４
分
の
３

免
除｣｢

半
額
免
除｣｢

４
分
の
１
免
除｣

が

あ
り
、
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
で
審
査
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
50

歳
未
満
の
か
た(

学
生
を
除
く)

が
対
象
の

｢

納
付
猶
予
制
度｣

も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
か
た
に

は
、
臨
時
的
免
除
申
請
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
加
入

者
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
０
５
７
０-
０
０
３-

０
０
４

免
除
申
請
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と

▼
免
除
期
間
は
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
の
資
格
期
間(

10
年)

に
入
り
ま
す
。

一
部
免
除
は
、
そ
の
保
険
料
を
納
付

す
る
と
資
格
期
間
に
入
り
ま
す(

障
害

基
礎
年
金
の
要
件
で
あ
る
納
付
済
期

間
に
も
入
り
ま
す)

。

▼
免
除･

猶
予
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料

は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
後
で
納
め
る

(

追
納)

こ
と
が
で
き
、
納
め
た
分
は
年

金
受
給
額
に
反
映
し
、
計
算
さ
れ
ま

す(

３
年
目
以
降
の
分
を
追
納
す
る
場

合
、
当
時
の
保
険
料
に
一
定
額
が
加

算
さ
れ
ま
す)

。

免
除
の
申
請
窓
口(

平
日
の
み)

国
保
年
金
課(

市
役
所
１
階)

、
市
民
Ｓ
Ｃ

(

中
央･

東
部･

南
部
別
館
を
除
く)

、
駅

東
Ｓ
Ｃ
、
岩
見
三
内･

大
正
寺
の
各
連
絡

所
、
秋
田
年
金
事
務
所(

保
戸
野)

申
請
に
必
要
な
も
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ
か
る
も
の(

ま
た
は

年
金
手
帳)

、
本
人
確
認
書
類(

運
転
免
許

証
な
ど)

、
印
鑑(

代
理
人
が
申
請
す
る
場

合)

、
失
業
や
災
害
な
ど
が
理
由
の
か
た

は
、
そ
の
証
明
書
類(

雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証･

離
職
票･

罹り

災
証
明
書
な
ど)

＊
申
請
日
か
ら
原
則
２
年
１
か
月
前
ま

で
遡

さ
か
の
ぼ

っ
て
申
請
で
き
ま
す
。
申
請
は

年
度
単
位
。
保
険
料
の
年
度
区
分
は

７
月
〜
次
の
年
の
６
月
で
す
。

＊
審
査
結
果
は
、
申
請
か
ら
２
〜
３
か

月
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
通
知
書

が
送
ら
れ
ま
す
。
通
知
内
容
な
ど
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、
秋
田
年
金
事
務

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎(

８
６
５)

２
３
９
２

●文中の｢SC｣はサービスセンターの略

10

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

文中の｢広報ID番号｣を、秋田市ホームページ上の
検索画面(右)に入力すると当該ページへ移行します ｢広報ID番号｣をここに入力！

ご
希
望
の
か
た
に｢

声
の
広

報(

Ｃ
Ｄ)｣

を
郵
送
し
ま
す

｢

社
会
福
祉
法
人
利
用
者
負

担
軽
減
確
認
証｣

の
申
請
を



11　広報あきた　2020年７月３日号

　

秋
田
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
〜
64
歳
の
か
た
は
、
介
護
保
険

第
２
号
被
保
険
者
と
な
り
、
国
民
健
康

保
険
税
に
介
護
分
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
の

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
に
入
所
し
、

生
活
介
護
と
施
設
入
所
支
援
を
受
け
て

い
る
か
た
は
、｢

介
護
保
険
適
用
除
外

該
当･

非
該
当
届｣

を
提
出
す
る
と
、
当

面
、
介
護
分
を
納
付
す
る
必
要
が
な
く

な
り
ま
す
。

　

書
類
は
、
国
保
年
金
課(

市
役
所
１
階)

で
配
布
し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

〈
広
報
ID
番
号 

１
０
１
６
６
０
６
〉

●
問
い
合
わ
せ
　

　
国
保
年
金
課
☎(

８
８
８)

５
６
３
３

　

秋
田
西
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
隣
接

す
る
西
部
地
域
運
動
広
場
の
利
用
申
請

(

８
〜
11
月
分)

を
受
け
付
け
ま
す
。

令和２年６月１日現在〈平成27年国勢調査の結果を反映した数値〉( )内は前月比

 【人口】304,543人(-109)…男▶143,644人(-55)／女▶160,899人(-54)

          ５月分…出生▶142人／死亡▶312人／転入▶419人／転出▶358人

＊１年前の人口▶306,668人

＊隔号でお知らせしている｢秋田市への移住者数｣は、集計方法の変
更に伴い、令和２年５月末現在の移住者数は、広報あきた８月７
日号でお知らせする予定です。

人口減少･移住定住対策課☎(888)5487

 【世帯】137,079世帯(+32)

申
し
込
み
▼

西
部
地
域
住
民
自
治
協
議
会

(

西
部
市
民
Ｓ
Ｃ
１
階)

に
あ
る
申
請
用
紙

に
記
入
の
上
、
７
月
９
日
(木)
ま
で
に
同

協
議
会
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
西
部
地
域
住
民
自
治

協
議
会
☎(

８
２
８)

４
２
１
７

　

空
き
地
に
生
い
茂
る
雑
草
は
、
ま
ち

の
美
観
を
損
な
い
、
蚊
や
蛾
な
ど
の
害

虫
の
発
生
源
に
な
る
ほ
か
、
火
災
の
延

焼
を
助
長
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

所
有
者
、
管
理
者
が
刈
り
取
っ
て
、
地

域
の
環
境
美
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
草
刈
り
機
を
無
料
で
お
貸
し

し
ま
す
。
ご
希
望
の
か
た
は
、
ア
メ
リ

カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
防
除
室
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
☎(

８
２
３)

３
０
６
１

＊
刈
り
取
っ
た
草
は
、
乾
燥
後
、
直

接
、
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー(

河
辺
豊
成)

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
受
け
入
れ

は
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の
午
前
８

時
〜
午
後
４
時(

祝
日
を
除
く)

。
処
理

手
数
料
は
10
㎏
に
つ
き
117
円
。

●
問
い
合
わ
せ
　

　
公
園
課
☎(

８
８
８)

５
７
５
３

＊外国人のかた向けに、やさしい日本語を併記しています。

　現在秋田市では、2021年〜2025年の国際交
流施策の指針となる｢国際交流マスタープラン｣の
作成準備を進めています。プラン作成にあたり、
市内外国人住民のみなさんのご意見を反映させる
ためのアンケートを実施することとしました。
　市内に住む18歳以上の外国人のかたから600
人を無作為に選び、調査票を郵送しましたので、
ご協力をお願いします。

いま、しやくしょ　では、あきたし　で　こくさい
こうりゅう　を　すすめる　ための　けいかく　を
つくって　います。この　けいかく　の　ために、
あきたし　にすむ　がいこくじん　の　みなさん　
から　いけん　が　ほしい　です。
18さい　いじょう　の　がいこくじん　の　かた
600　にん　に　アンケート　を　おくりました。
ごきょうりょく　を　おねがいします。

To better our plans for promoting international 
exchange, Akita City has sent this survey to 
600 randomly selected foreign residents of 
age 18 and over. Expressing your opinion 
through this survey will greatly help us 
improve our international exchange.Thank 
you for your cooperation.

企画調整課 国際･都市間交流担当☎(888)5464
Planning and Coordination Section

｢秋田市に住む外国人住民の生活に関する
アンケート｣にご協力をお願いします。

介
護
保
険
適
用
除
外
施
設
へ

の
入･

退
所
の
際
は
届
出
を

西
部
地
域
運
動
広
場
の
団
体

利
用
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

地
域
の
雑
草
を
刈
り
取
っ
て

環
境
美
化
に
ご
配
慮
を
！

We ask for your cooperation with this survey 
regarding the daily life of foreign residents 
living in Akita City.

がいこくじん　の　かた　に　
アンケート　を　おくりました。


